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③
フ
ル
タ
イ
ム
就
労
者
の
最
低
賃

金
③
老
齢
痩
低
所
得
保
健
の
水
準

よ
げ
た
。
�
 4
種
類
の

山戸崎、 

ー
ー
を
取
�
 

田
。
生
活
保
護
と
の
逆
転
現
象
は
勤
労
意
欲
低
下
招
く

。
低
所
得
世
帯
向
け
住
宅
手
当
の
制
度
創
設
が
急
務

。
社
会
保
険
料
や
税
負
担
の
拡
大
傾
向
に
も
配
慮
を

と
し
て
は
3
点
挙
げ
ら
れ
る
。
し
な
い
こ
と
は
、
持
ち
家
の
な
い

第
1
に
、
逆
転
現
象
自
体
を
起
雇
用
不
安
定
者
や
高
齢
者
に
と
っ

こ
さ
な
い
よ
-
つ
な
仕
組
み
を
持
っ
て
引
き
続
き
震
鱒
な
問
題
だ
。

額
に
対
す
る
比
率
(
閉
山
年
)
は
、

国
の
施
策
が
参
考
に
な
る
。
そ
の
な
お
、
こ
の
第
2
の
貧
層
的
な

平
均
(
例
年
)
が
げ
・

O
E
C
D

仕
組
み
と
は
、
就
労
者
あ
る
い
は
制
度
連
携
に
よ
る
給
付
の
一
部

高
齢
者
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
的
な
生
は
、
低
賃
金
労
働
者
の
生
活
費
を

活
慣
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
あ
補
損
す
る
賃
金
補
助
機
晶
帽
を
持
つ

る
べ
き
生
活
水
準
」
を
定
め
、
そ
た
め
、
賃
金
が

τ落
す
る
可
能
性

れ
ら
を
社
会
扶
助
よ
り
ょ
の
基
準
が
あ
る
。
つ
ま
り
賃
金
が
安
く
て

と
し
て
、
最
低
賃
金
や
老
齢
量
低
も
生
活
が
成
り
立
つ
の
で
あ
れ

所
得
保
障
基
準
に
反
映
さ
せ
た
う
ば
、
安
い
賃
金
で
も
働
こ
う
と
す

え
で
、
社
会
扶
助
水
準
と
め
距
離
る
人
々
や
、
そ
う
し
た
人
々
を
雇

を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
う
企
業
が
増
え
る
か
ら
だ
。
愚
低

は
、
過
去
に
は
意
識
さ
れ
て
い
た
賃
金
に
よ
る
歯
止
め
な
し
に
、
そ

に
せ
よ
、
満
額
基
縫
年
金
額
や
最
う
し
た
状
況
を
放
置
す
れ
ば
、
給

低
賃
金
に
「
あ
る
べ
き
生
活
水
准
」
付
費
は
膨
ら
み
続
け
、
や
が
て
制

を
直
接
的
に
は
反
映
さ
せ
て
こ
な
度
箇
体
が
破
綻
す
る
。
従
っ
て
、

か
っ
た
た
め
、
逆
転
現
象
喜
す
第
1
の
是
正
策
と
セ
ッ
ト
で
憲

一
回
固
と
な
っ
た
。
す
る
こ
と
が
軍
要
で
あ
る
。

第
2
は
、
軍
膚
的
な
制
度
連
携
第

3
は
、
低
賃
金
労
働
者
の
生

で
あ
る
。
諸
外
国
の
多
く
に
は
、
産
性
向
上
で
あ
る
。
最
低
賃
金
を

社
会
扶
助
以
外
に
も
社
会
保
障
と
引
き
上
げ
続
げ
た
場
合
、
労
働
生

し
て
一
般
低
所
得
世
帯
向
け
の
住
産
性
の
向
上
を
伴
わ
な
け
れ
ば
、

宅
手
当
(
家
賃
補
助
)
が
あ
る
。
い
ず
れ
低
賃
金
労
働
者
の
雇
用
減

さ
ら
に
雇
用
保
険
給
付
の
家
族
向
少
と
い
う
形
で
限
界
に
直
面
す

篤
裕

慶
応
援
艶
大
学
教
授

わ
れ
わ
れ
の
社
会
は
、
フ
ル
タ
�
 
か
し
臼
本
で
は
、
厳
低
賃
金
が
社

e

イ
ム
就
労
す
れ
ば
、
健
康
で
文
化
会
扶
助
(
生
活
保
護
)
と
最
も
近

「
あ
る
べ
き
水
準
」
設
定
を

賃
金
)
と
世
帯
単
位
の
最
低
必
要
に
は
淘
汰
さ
れ
る
の
で
、
結
果
的

(
H住
宅
、
育
児
コ
ス
ト
な
ど
)
に
同
じ
く
雇
用
は
縮
小
す
る
。

の
間
に
あ
ゑ
十
ャ
ッ
プ
を
埋
め
て
諸
外
国
に
比
べ
、
愚
低
賃
金
が

て
働
い
て
得
る
最
低
賃
金
が
、
生

活
保
護
と
そ
う
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
就
労
意
欲
易
保
つ
乙
と
は
容

易
で
な
い
。
さ
ら
に
、
現
役
時
代

に
苦
労
し
て
園
民
年
金
保
険
料
を

納
付
し
た
結
果
と
し
て
得
る
園
長

年
金
が
、
生
活
保
穣
よ
り
も
少
な

く
、
生
活
の
維
持
に
も
足
り
な
け

れ
ば
、
料
以
刊
意
欲
を
保
つ
こ
と
は

容
易
で
は
な
い
か
ら
だ
。

蛋
低
賃
金
と
生
活
保
護
基
準
の

バ
ラ
ン
ス
は
、
2
0
0
7
年
の
最

低
賃
金
法
改
正
で
「
労
働
者
が
健

康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生

活
保
護
に
係
る
施
策
と
の
盤
合
性

に
配
慮
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ

た
O

以
降
、
最
低
賃
金
改
定
時
に

は
、
地
域
別
最
低
貸
金
と
生
活
保

護
基
準
の
逆
転
現
象
と
し
て
一
層

明
瞭
に
意
識
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
逆
転
現
象
は
、
昨
年
度
か
ら
今

年
度
に
か
け
て
3
道
県
か
ら
日
都

道
府
県
に
再
び
拡
大
し
た
。

酌
な
最
低
限
度
の
生
活
を
嘗
め
る
接
し
て
お
り
、
一
部
都
道
府
県
で

こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
は
生
活
保
護
基
準
が
最
低
賃
金
を

こ
う
し
骨
街
提
を
支
え
る
嗣
度
上
回
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

の
一
つ
が
最
低
賃
金
制
度
で
あ
下
に
老
船
最
低
所
得
保
障
が
あ

り
、
就
労
苛
婚
な
人
々
に
対
す
る

震
低
所
得
保
障
で
あ
る
。
就
労
で

き
な
く
な
っ
た
引
退
世
代
に
対
し

て
は
、
基
礎
年
金
制
度
が
老
齢
蝦

低
所
得
保
障
機
能
を
温
う
。
そ
し

て
、
就
労
で
き
な
い
現
役
世
代
を

含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
対
す

る
鰻
低
所
得
保
障
制
度
と
し
て
、

資
力
調
査
を
伴
弓
託
会
扶
助
(
生

活
保
積
制
度
)
が
あ
る
。 でラ


け
加
算
、
失
業
扶
助
(
雇
用
保
険
る
。
逆
か
ら
み
れ
ば
、
単
に
雇
用

賃
金
・
年
金
・
生
活
保
護
、
一
体
で

が
切
れ
た
湯
合
の
訓
練
受
講
な
ど
が
縮
小
す
る
と
い
う
理
由
で
最
低

を
条
件
と
す
る
社
会
扶
助
)
を
持
賃
金
を
低
い
ま
ま
と
ど
め
る
こ
と

つ
国
も
少
な
く
な
い
。
日
本
も
こ
は
、
生
産
性
の
低
い
産
業
を
温
存

う
し
た
霊
層
的
な
制
度
連
携
で
最
す
る
こ
と
に
な
る
。
経
済
が
グ
ロ

(
H

l

低
所
得
保
障
機
能
を
よ
り
強
化
�
 

パ
ル
化
し
た
現
在
、
国
際
競
争

に
よ
り
そ
う
し
た
護
策
は
畏
期
的

こ
の
3
つ
の
最
低
所
得
保
慣
の

し
、
労
働
者
借
入
の
稼
得
態
力
�
 

m) (
O
E
C
D
)

I

水
準
に
つ
い
て
、
経
済
協
力
開
発

機
構
�
 

の
デ

タ
で

臼
本
と
先
進
諸
国
を
比
較
し
て
み

よ
う
。
図
で
は
4
種
類
の
最
低
所

得
保
障
水
準
と
し
て
、
①
社
会
扶

助
②
社
会
挨
助
と
住
宅
手
当
(
家

賃
預
�
 

額い
く
必
要
が
あ
る
。
相
対
的
に
低
い
こ
と
、
フ
ル
タ
イ

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
既
に
導
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
間
で

入
さ
れ
孟
襲
盟
憲
議
給
付
金
賃
金
(
警
格
差
が
穴
き
い
こ
と
、

や
職
職
者
向
。
住
宅
手
当
の
導
入
就
業
者
数
が
多
い
世
帯
で
も
ワ
1

る
。
な
お
日
本
は
満
額
基
礎
年
金

@
-
-
A
申
@
晶
咽

の
主
敏
(
税
引
き
後
)

O
E
C
D

よ
り
一
社
会
扶
助
(
生
活
保
護
)
の

こ
う
し
和
鐙
転
現
象
の
是
正
策

は
後

方
が
高
い
た
め
、
�
 

。

細

工

事

ン

ダ

一
一
間
川
�
 

愚
低
所
得
保
障
を
薗
際
比
被
す
る

た
め
、
各
国
の
平
鈎
的
輔
励
署
賃

金
を
1
0
0
と
し
た
場
合
の
各
水

者
の
数
種
を
採
用
し
て
お
り
、
満

額
基
礎
年
金
の
水
準
は
図
で
示
さ

れ
た
老
齢
最
低
所
得
保
障
よ
り
さ

ら
に
低
い
。
つ
ま
り
、
逆
転
現
象

が
存
在
し
て
い
る
。

1
1
4
.

4
g
l
l
i
s
-一
。
空
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

一

」

睡

覇

i
j
j
z
t
/

較
}
健
闘
�
 

一

一

�

 

比
淳
書
当
時
田
�
 一

-
-
-
。

;

i

i

;

i

u
d
'

N

.

J

.

際
地
社
手
山
閣

回
目
・

防

対

働

-

一

傘

保

立

日

本

』

'

得

三

1
4

・ 3
E

フ
ラ
ン
ス

-
4

O
E
C
D
 

は
第
一
歩
と
し
キ
ン
グ
プ
ア
率
が
高
い
こ
と
な
ど

て
評
価
で
き
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
生
活
保
護
に

る
。
た
だ
、
住
係
る
施
策
と
の
盤
合
性
に
配
慮
」

宅
費
(
家
讐
し
た
最
低
賃
金
の
決
定
は
引
義

は
家
計
に
占
め
き
重
要
だ
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に

る
劃
合
が
大
き
重
要
な
の
は
、
事
警
に
警
訓

く
、
低
所
得
の
練
や
適
正
な
職
務
・
識
業
能
力
評

場
合
で
も
切
り
価
を
促
し
、
低
賃
金
労
働
者
の
生

O
E
C
D

A

4
q

A
U

輔
町
�
 

準
の
数
値
(
単
身
)
を
示
し
た
。

こ
の
百
本
に
特
徴
的
な
逆
転
現

島

町

山

�

 

な
お
、
住
宅
扶
助
は
住
宅
手
当
部

象
は
、
就
労
や
年
金
保
険
制
拠
出

分
に
含
ま
れ
て
い
る
。
�
 

に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
(
誘

平
均
で
は
、
銀
低
賃

因
)
事
語
家
す
る
と
、
「
最
低
賃

金
が
最
も
高
く
、
そ
の
次
が
老
齢

金
←
老
齢
園
田
低
所
得
保
障
←
社
会

最
低
所
得
保
障
1

・
後
が
社
会
扶

挟
助
」
の
順
に
な
る
よ
う
是
正
さ

民

一。

助
と
い
�
 頗
に
な
っ
て
い
る
。
し

れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
苦
労
し

四
世
紀
、
国
民
国
家
の
形
成

と
と
も
に
、
努
力
均
衡
を
図
り

な
が
ら
合
従
連
衡
を
繰
り
返
す
帽
斗
圃

欧
州
諸
国
。
他
国
よ
り
も
有
利
網
開
位
圃
ス
ミ
ス
の
「
国
富
輸
」
は
、

間
主
平
均

2
ド
イ
ツ

i
j

i
i
e
a
I

晴

樹

ゆ

制

刻

印

甲

開

捌

雌

・

�

 

・
j
!
?
2
E
S
E
-
tiSSEl
可
老
ヱ
カ
ナ
ダ

詰
め
る
の
は
難
産
性
向
上
あ
る
い
は
生
産
性
の
高

と

積

回

刀

レ
い
。
そ
の
た
い
事
業
へ
の
移
動
に
よ
り
賃
金
底

園

川

め
、
一
般
低
所
上
げ
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

川

所

V

出

得
世
帯
向
け
住
な
お
、
最
低
賃
金
で
フ
ル
タ
イ

宅
手
当
が
存
在
ム
労
働
者
(
単
身
)
を
雇
う
場
合

時
鵬
�
 

20 

1uaeAU
内

30 

10 

時

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
は
た

し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
佑
は
、
私
た

今
求
め
ら
れ
る
「
知
」

回
平
和
な
世
界
を
築
く

-h



。
ロ
臼
)
を
求
め
た
の
だ
。

な
立
燭
に
立
と
う
-
と
す
る
国
家
凹
匹
凶
嫉
妬
に
基
づ
く
諸
規
制
を
緩
和

哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン

の
本
能
が
、
他
毘
の
経
済
発
展
、
苅
泊
則
す
れ
ば
各
国
民
が
も
っ
と
豊
か

ト
は
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」

特
に
貿
易
黒
字
を
危
険
視
し
冒
加
に
な
れ
る
」
と
、
さ
ら
に
、
諸

(
1
7
9
5
)
に
お
い
て
、
各

国
は
国
際
法
の
み
な
ら
ず
、
世

界
市
民
法
|
|
地
球
に
住
む
す

べ
て
の
傭
人
は
国
壌
を
越
え
て

互
λ
ζ
交
漂
を
事
し
お
る
曜
利

た
。
デ
ビ
ッ
ド
・
ヒ
ュ

1
ム
は
、
�
 

三
ち
を
カ
ン
ト
的
寧
和
に
向
か
わ

能
で
な
い
こ
と
の
証
鋤
と
し
事
せ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
近
代

て
、
人
類
に
は
、
大
普
か
ら
貿
ヨ
初
期
の
「
貿
易
の
嫉
妬
」
に
引

易
に
よ
っ
て
速
く
の
人
々
と
交
堂
き
戻
す
の
だ
ろ
う
か
。

流
し
、
平
和
な
関
係
を
築
い
て
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・
セ
ン
の
「
正

き
た
実
績
が
あ
る
と
論
じ
た
。
捜
援
の
ア
イ
デ
ア
」
(
2
0
0
9
)

だ
が
、
現
代
に
お
い
て
、
貿
時
に
よ
れ
ば
、
情
報
通
信
が
発
達

易
と
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
も
ん
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
的
交
流
が

各
雪
乃
儀
賓
と
一
社
会
に
大
き
な
阪
選
む
中
で
、
諸
宙
人
芯
多
様
な

曹
園
震
が
富
を
媒
介
に
つ
な
が
る

こ
の
見
方
を
「
貿
易
の
襲
」
し
こ
と
に
よ
っ
て
争
い
の
少
な

と
呼
ん
だ
。
貿
易
の
嫉
妬
は
、
』
晶
司
圃
い
国
際
関
係
が
築
げ
る
こ
と
を

鶏
悦
や
国
間
勃
金
な
ぎ
わ
諸
規
制
レ
勺
示
し
た
。
童
家
聞
の
紛
争
を
調
�
 

に
か
か
る
社
会
保
険
料
事
警
エ
負

担
な
ど
賞
金
外
コ
ス
ト
の
賃
金
総

8
%
に
対
し
、
日
本
は
ロ
・
8
%

で
事
業
主
が
最
低
賃
金
で
フ
ル
タ

イ
ム
併
働
者
を
雇
う
場
合
、
賃
金

と
5
M
M
も
低
い
。
つ
ま
り
、
日
本

外
コ
ス
ト
も
相
対
的
に
安
い
。

一
方
で
、
愚
低
賃
金
で
働
く
フ

ル
タ
イ
ム
労
働
者
(
単
身
)
が
支
弘

う
所
得
税
・
社
会
保
険
制
相
の
賃
金

総
額
に
対
す
る
比
率
は
例
年
時
点

で
は
、
�
 

平
均
が
�
 

に
対
し
、
日
本
は

O
E
C
D

・
6
%

m

u・
o
%
と
ほ
ぼ

等
し
か
っ
た
。
し
か
し
、
日
本
は
現

在
何
・
1
%
ま
で
上
昇
し
て
き
て

お
り
、
最
砥
賃
金
と
生
活
保
護
の

逆
転
現
象
の
一
因
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
前
述
の
逆
転
現
象
に

関
す
る
検
証
は
フ
ル
タ
イ
ム
就
労

を
前
提
と
し
て
い
る
。
現
実
に
は

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
で
き
な
い
低
賃

金
労
働
者
は
、
被
皇
官
保
険
が
適

用
さ
れ
な
け
れ
ば
、
国
民
年
金
保

険
や
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

ご
と
に
な
る
。
そ
の
傷
合
、
国
民

年
金
の
免
除
制
度
な
ど
を
利
用
し

な
い
限
り
、
可
処
分
所
得
は
さ
ら

に
低
く
な
る
の
で
、
逆
転
現
象
は

よ
り
広
範
に
及
ぶ
可
能
性
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
、

引
き
続
き
社
会
保
険
料
や
税
の
経

減
措
置
な
ど
に
よ
る
配
慮
が
是
正

策
と
と
も
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

@
-
-
-
a
'
e

O
E
C
Dの
昨
年
の
霊
園
書
に

よ
れ
ば
、
多
く
の
国
で
1
9
8
0

年
代
半
ば
か
ら
2
0
0
0
年
代
終

わ
り
に
か
け
て
、
所
得
分
布
の
下

位
叩
%
と
上
位
ω
%
の
実
質
所
得

上
昇
撃
が
異
な
り
、
後
者
の
方
が

高
い
た
抗
留
箆
且
が
開
い
て
き
た
と

い
う
。
日
本
も
そ
の
例
外
で
は
な

い
。
経
済
成
喪
の
恩
恵
が
低
所
得

膚
ま
で
及
ぼ
な
い
の
な
ら
ば
、
生

活
保
護
制
度
へ
の
負
荷
は
増
大
し

続
切
る
だ
ろ
う
。
す
べ
て
の
愚
低

所
得
保
障
機
能
を
生
活
保
緩
制
度

に
担
わ
せ
る
に
は
限
界
が
あ
り
、

適
正
志
バ
ラ
ン
ス
を
目
指
す
総
合

的
な
政
策
が
必
要
で
あ
る
。

ゃ
ま
だ
・
あ
つ
ひ
ろ
れ
年
生

ま
れ
。
慶
大
経
率
、
聞
大
漕
土
(
経

済
学
)
。
専
門
は
社
会
政
策
論

「
公
平
な
観
察
者
」
は
、
一
国

U

の
中
だ
同
�
 で
通
用
す
る
閉
鎖
的

な
も
の
で
は
な
く
、
国
境
事
越

え
て
共
有
し
う
る
開
放
的
な
も

の
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

諸
個
人
が
「
開
放
的
な
公
平

な
観
察
者
」
の
立
場
で
、
世
界

で
起
こ
る
明
白
な
不
正
携
を
知

り
、
そ
ち
り
を
ひ
と
つ
ず
つ
取

り
除
く
方
法
を
共
同
で
考
え
て

い
く
こ
と
。
経
済
の
グ
ロ
�
 ぺ
I

kobamasato
長方形

kobamasato
長方形



め、採
用
し
て
お
り
、
満

ω水
準
は
図
で
示
さ

低
所
得
保
障
よ
り
さ

つ
ま
り
、
逆
転
現
象

い
る
�
 
O
 

M
W

ヤ
年
金
保
険
料
拠
出

/
セ
ン
テ
ィ
ブ
(
誘

国
寺
境
�
 

ヨ
る
と
、
「
最
低
賃

協
所
得
保
障
←
社
会

い
な
る
よ
う
是
正
さ

至
ま
し
い
。
苦
労
し

ゐ
国
際
法

晶
(
要
。
出
口

Z
ト
ト
」
布
君
主
再
生
活

3ノ
�
 

ル
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宇
れ
碑
明
書
芳
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割
引
史
耳
目
町
一
戸
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譜
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信
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-
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f

期
(
生
活
保
護
)
の

O
E
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Dは
後
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こ
う
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助仏
国
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¥lili--

や
離
職
者
向
け
住
宅
手
当
の
導
入

は
第
一
歩
と
し

て
評
価
で
き

る
。
た
だ
、
住

宅
費
(
家
賃
)

は
家
計
に
占
め

る
割
合
が
大
き

く
、
低
所
得
の

場
合
で
も
切
り

詰
め
る
の
は
難

し
い
。
そ
の
た
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ス
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一
寸
求
め
ら
れ
る
「
知
」


-
ミ
ス
の
「
国
富
論
」
は
、

仏
基
づ
く
諸
規
制
を
緩
和

は
各
国
民
が
も
っ
と
豊
か

れ
る
こ
と
、
・
さ
ら
に
、
諸
-

田
平
和
な
世
界
を
築
く


0
2
ω
)

を
求
め
た
の
だ
。

能
で
な
い
こ
と
の
証
拠
と
し

て
、
人
類
に
は
、
大
昔
か
ら
貿

易
に
よ
っ
て
遠
く
の
人
々
と
交

流
し
、
平
和
な
関
係
を
築
い
て

き
た
実
績
が
あ
る
と
論
じ
た
。

だ
が
、
現
代
に
お
い
て
、
貿

易
と
金
融
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は

各
国
の
経
済
と
社
会
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
る
よ
う
に
な
り
、

国
家
は
貿
易
や
国
際
金
融
に
関

し
、
よ
り
戦
略
的
な
政
策
を
迫

哲
学
者
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン

m

ト
は
「
永
遠
平
和
の
た
め
に
」

(
1
7
9
5
)
に
お
い
て
、
各

富
を
媒
介
に
つ
な
が
る
�
 
圏
は
国
際
法
の
み
な
ら
ず
、
世

L

l
l

よ
っ
て
、
争
い
の
少
な

界
市
民
法
�
 
地
球
に
住
む
す

際
関
係
が
築
け
る
こ
と
を

べ
て
の
個
人
は
国
境
を
越
え
て

U

O (
Z

に
。
国
家
間
の
紛
争
を
調

互
い
に
交
際
を
申
し
出
る
権
利

者
。
同

を
持
っ
と
す
る
法
ー
ー
を
受
げ

旨
ω)
を
補
う
、
諸
国
民

入
れ
、
永
久
平
和
を
目
指
す
べ

内
ロ
白
押
日
�
 

き
だ
と
論
じ
た
。
そ
れ
が
不
可

就
業
者
数
ω

キ
ン
グ
プ
マ

を
考
慮
す
約

係
る
施
策
レ

し
た
最
低
佳

き
重
要
だ
。

重
要
な
の
同

練
や
適
正
作

価
を
促
し
、

産
性
向
上
京

い
事
業
ヘ
爪

上
げ
を
図
又

な
お
、
畠

ム
労
働
者
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